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タイにおける教育支援の可能性（２）
―少年更生施設での読みあい・小学校での身体表現の授業―
村中　李衣※・安江　美保※
The Development of Educational Support in Thailand 2
― Reading Books Together at Juvenile Rehabilitation Facilities, Expressive Activities at Elementary Schools ―
Rie Muranaka and Miho Yasue
　In Thailand, those engaged in childcare and education for children who were in severe 
situations are now searching for ways of supporting children.In particular, they are 
seeking practical methods to help children affirm themselves and live with the joy of 
being involved with others.
　Therefore, this time, I tried expressive activities at juvenile rehabilitation facilities and 
public elementary schools, in response to further requests to learn practical ways in the 
Field, based on last year's activities in Thailand.
　As a result, it was noticed again that the program which considered the difference of 
the cultural environment needs to be further enhanced as does the local instructor 
development program. We will report the details of the practice.
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はじめに
　筆者ふたり（村中・安江）は，これまで
共に学習者の学びの知的枠組みを支える
重要な因子として，身体の解放に着目して
きた。
　村中（2002）（2005）は，絵本の読みあ
いの実践を通して，単なる絵本内の情報の
伝達のみでなく，語るものと聴くものの相
互交流が「声」や「場の空気」に支えられ
て豊かに行われることを明らかにしてき
た。それは，対象を限定するものでなく，
長期入院児やＤＶを受けている母子，受刑
中の母親など，さまざまな傷つきを抱える
ものにとって有効なコミュニケーションの
きっかけとなりうるものであった。
　一方安江は，小学校現場や教員養成大学
において，特に，「表したいイメージにな
りきって自由に踊ること」が特性（面白さ
や魅力）と捉えられる「表現系ダンス」１）
の指導法を中心に実践的な研究を進めてき
た。表現系ダンスの授業では，取り上げた
題材やテーマの動きの特徴を，全身の動き
で誇張し，変化をつけたひと流れの動き
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は，３つの大きなステップが意識されてい
る。１つは，研修会での講話や指導者への
ワークショップによって，今彼らが直面し
ている問題に気づいてもらうこと。２つめ
は，筆者らの実践の様子を現地指導者らに
見学してもらい，子どもたちの解放されて
いく心と身体のありさまを直に感じても
らうこと。そして３つめは，現地指導者に
筆者らの提示した指導計画を実践しても
らったうえで，疑問点や新たな克服すべき
問題を明らかにすること。この３つのス
テップを通してはじめて，「教育支援」の
望ましい形が見えてくるのではないか。今
回の報告は，身体性を重視した教育を地域
に浸透させていくための指導者の育成を
目指した２つめのステップの検証だと位
置づけている。
日本における更生施設での表現活動
　奈良少年刑務所では，2007 年から，社
会性涵養プログラムを中心になって進めて
おり，特に詩の創作指導に力を入れてい
る。同刑務所教育専門官寮美千子の指導に
より，入所少年が綴った詩をまとめた詩集
『空が青いから白をえらんだのです』（寮
2010）や，その続編である『世界はもっと
美しくなる』（寮 2016）は，あまり知られ
ることのない少年刑務所内における子ども
たちの心のありようが映し出された画期的
な指導成果として反響を呼んだ。
　また、園村（2013）は，東京少年鑑別所
において少年用図書の分類と調達を , 職員
目線から入所した少年たち目線へと変えて
いくことで，育成的処遇に効果が上がった
ことを報告している。また筆者（村中）自
身も，村中他（2013）にあるように，母親
受刑者を対象とした矯正教育現場における
「絵本の読みあいプログラム」の活動を続
ける中での成果を明らかにし，その活動を
知った関東医療少年院の教育専門官から相
にして即興的に踊ることに重点が置かれて
いる。指導に際しては，「なりきって踊る」
ということを，「なっているつもり」で終
わらせるのではなく，学習者の身体を，他
者に対して解き放たれた状態に導き，非日
常の動き（あたりまえでない誇張された動
き）の面白さを実感させていくことがポ
イントとなってくる。表現系ダンスの学習
は，日常の様々なしがらみによって硬く閉
ざされがちな身体を解き放ち，お互いが動
きで自由に響き合う世界を双方向的に創造
的に創り出していくことを可能にする。そ
してその結果，「身体による豊かなコミュ
ニケーション能力」を培うことができ，今
後益々教育的効果が期待される分野である
と考える。
　こうした背景をもって，2016 年 9 月，村
中・安江は，タイで子どもたちの教育支援
を行う NGO 団体マレットファン２）との出
会いからタイへ出向き，過酷な状況に置か
れた子どもたちの保育・教育に従事する
人々への指導方法の提示と，子どもたちと
の直接的な表現空間の創出を試みた。今回
は 2016 年の研修に参加された教育関係者
からの要望もあり，再度の訪タイにより，
村中は少年更生施設での読みあいの実践，
安江は公立小学校での身体表現の授業を行
うこととなった。
　本報告では，2017 年にタイで行ってき
た村中・安江それぞれの教育実践内容を整
理することにとどまらず，現地における実
践の公開を通して，そこに組み込まれてい
る指導計画の重要性，具体的には「身体の
解放と心の解放のつなぎ目を見逃さず言葉
でフォローしていく読みあいプログラム」
「心と身体をダイレクトに揺さぶる身体表
現活動への導入と展開方法」を理解しても
らう道筋を探ることを目的とした。
　2016 年に続き本報告の大きなテーマを
「教育支援の可能性（2）」と定めた根底に
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い浮かべた「表したいイメージ」を「どの
ように表すか」が個々によって異なり，３
つの内容の中で最も創造的な内容である。
村田（2011）は，「表現の授業は難しいけ
ど面白い。学習者の心と体をダイレクトに
揺さぶり，『みんな違ってみんないい』を
前提に授業をあれこれ工夫できるからであ
る」と述べ，同時にそれが「教えにくい領
域＝表現運動」の理由にもなっていると指
摘している。
　「表現」の授業を行うにあたり，まず，「何
を取り上げるのか」ということの吟味が重
要となる。心と体が一体となった動きその
ものが授業を大きく左右するため，取り上
げた題材やテーマが，子どもたちにとって
表したい内容であるかどうかが問われてく
る。筆者（安江）は，表現運動における「表現」
の題材選定に関する研究を，岡山県内の小
学校において，1992 年（8 校，計 1332 名），
2008 年（12 校，計 1336 名）の２回に渡っ
て行った。特に 2 回目の研究では，17 年
前の同調査との比較に着目した研究となっ
ている。
　題材の魅力から抽出された３つのキー
ワード群「戦い・非現実・躍動的」（全学
年で関心が高い），「具象的・特徴的な動き」
（低学年で関心が高い），「動き・感情の起伏」
（高学年で関心が高い）は，1992 年，2008
年の調査ともにほぼ同じ内容があがってき
ており，その時代の影響による関心度の高
さには違いがあっても，児童と題材との関
係は，変わらない普遍的なものをもってい
ることが明らかにされた。2 回目の題材調
査で新たに加わったキーワードが「躍動的」
であり，これは，昨今の祭りブームの影響
が大きいと考えられるが，全身を使って躍
動的に踊るおもしろさは表現運動の魅力の
１つであり，児童がその魅力を捉えてきて
いることのあらわれであると思われる。
　これらのことを踏まえて，今回の身体表
談を受け，医療少年院向けの絵本プログラ
ムの策定に関わってきた。しかしながら，
日本においても，こうした表現活動を通し
た社会性の涵養プログラムの実践は決して
十分とは言えず，各現場において模索中で
ある。表現活動を通した更生施設でのプロ
グラムがなかなか発展しない理由のひとつ
に，指導者の不足があげられる。ひとりひ
とりの子どもの内面に潜む「ことば」を感
知し，それをうまく引き出すためには，単
に共通のマニュアルを実行するだけでは無
理である。画一的な手法に執着することな
く，今その現場でうごめいている子どもた
ちひとりひとりの気持ちの流れを，その子
たちの身体をみながら瞬時に掬いとり「こ
とば化」して子どもたちに見せていくこと
が要求される。この力を指導者が身につけ
ることは，簡単なことではないが，その力
はそのまま，子どもたちの日常生活を見守
り励ます力にも繋がっていくと考えられ
る。今回タイの少年更生施設で子どもたち
の心理サポートを続けるボランティアグ
ループの方々が，その重要性にいち早く着
目し，自分たちのスキルアップに繋げよう
と行動を起こされたことは画期的であり，
今後のタイでの展開に期待が持てる。
日本の小学校における身体表現活動の位置
づけ
　日本の小学校における身体表現活動は，
体育科の表現運動領域に位置づいている。
小学校低学年では「表現リズム遊び」，中
学年・高学年では「表現運動」と名称は異
なるものの，全学年に位置付いている。中，
高学年の「表現運動」は，表したいイメー
ジになりきって自由に踊る「表現」，リズ
ムに乗って自由に踊る「リズムダンス」，
踊りを共有し人と交流して踊る「フォーク
ダンス」の３つの内容から構成されている。
中でも「表現」は，取り上げた題材から思
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ワーク」を行うものである。ふたつの独立
した活動を組み合わせることを念頭に，こ
れまで日本各地で実践してきた読みあい
ワークの方法を今回の対象者の背景に合わ
せて負担のないようにアレンジし，実践の
効果を確認することにした。
　アレンジの内容としては，ペアリングの
方法をシンプルにすること，ペアの相手を
知るために用いる質問シートの項目に，家
族関係が浮き彫りにされるような質問や暗
い気持になる恐れのある質問は除き，また
識字率の低さに考慮して，一目で質問の意
味が分かるようにイラストを入れるといっ
たことがあげられる。
　今回の読みあいワークの具体的な目標と
しては，日ごろ絵本と触れ合うこと，また
絵本を通して他者と触れ合いコミュニケー
ションを深める経験を持っていない施設入
所者たちが，心と身体を解放し絵本の世界
を十分楽しむことで，その喜びをペアに
なった相手とも分かち合い，思いやりの心
が自然に芽生えることに，自分たち自身が
気づくということを設定した。また，施設
内指導者にも同じワークを体験してもらう
ことで , この趣旨をより深く理解してもら
い，日常の指導の手掛かりにしてもらうこ
と，さらにこのプログラムを指導者らが今
後実践してみたいと思ってもらえる動機付
けを行うことも目指した。
（2）小学校における身体表現活動の部
　タイでは，1921 年に小学校 1 年生〜中
学校3年生までの9年間が義務教育とされ，
さらに 1997 年のタイ憲法において「最低
12 年間の無償で良質な基礎教育を受ける
権利」が定められた。タイでは中高一貫校
が一般的で，公立の学校では，高校卒業ま
で学費が無償となっている。しかし，国か
ら支給される義務教育への予算は十分なも
現活動の授業で取り上げる内容について十
分吟味したい。
タイでの試み
今回の実践の具体的な目標
（1）少年更生施設における絵本の読みあ
いの部
　2016 年，タイで教育支援活動を行って
いる NGO マレットファン主催のバンコク
公開研修会に参加されたボランティア団体
PLAM BILLAGE のメンバーから，自分
たちの団体が活動している少年更生施設で
実際に絵本の読みあいを実践したいとの要
望が出た。いくつかの施設の候補があがっ
ていたが，最終的に副所長が表現活動を通
した更生プログラムに関心を持ってくだ
さっているシリントン少年更生施設での実
施が決定した。当該施設は，正式名称シリ
ントン青少年訓練研修所（法務省観察保護
局），主に入所少年たちの社会復帰を念頭
に置いた指導を行うタイ国内でも稀有な施
設である。設立年度は 1995 年。入所少年
数は 2017 年現在 88 名。
　マレットファンは，今回の施設とは別の
少年更生施設で既に「えほんのひろば」３）
という活動を行ってきている。「えほんの
ひろば」とは，日本において加藤啓子が始
めたもので，保育園・幼稚園・小学校・中
学校・高校などにとどまらず生涯学習施設
や子育て支援センター，障がい者支援施設
等あらゆる場所で，オープンな読書空間を
提供し，ひとり読み，友人との仲間読みな
ど，大人からの一方向に限定されない絵本
読みの楽しさを伝えている。加藤氏はタイ
にも何度も足を運び、マレットファンと共
に，この「えほんのひろば」を展開している。
　今回の実践は，この「えほんのひろば」
を個々の少年たちが体験した後に，自分の
ためでなく誰かのために絵本を選びその絵
本を心を込めて読みあうという「読みあい
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現に向かい，忍者の動きの面白さに夢中に
なっていけるのか，なりきっていけるのか
に対する大きなチャレンジである。忍者の
授業では，「忍んだり戦ったりする忍者の
動きの特徴を捉え，即興的にひと流れの動
きでなりきって踊ることができる」ことを
目標とした。
　５年生の授業では，心と体が硬くなり始
める高学年の子どもたちの，心と体をほぐ
すことを直接ねらいとした「体ほぐしの運
動」を行うこととした。「体ほぐしの運動」
は，「いろいろな手軽な運動や律動的な運
動を行い，体を動かす楽しさや心地よさを
味わうことによって，自分や仲間の状態に
気付き，体の調子を整えたり，仲間と交流
したりする運動」（「小学校学習指導要領体
育編」平成 20 年，文部科学省）であり， 「自
己の心身を解き放す」という面では，表現
運動と共通する部分が大きい。「体ほぐし
の運動」の授業では，「手軽な運動や律動
的な運動を行い，体を動かす楽しさや心地
よさを味わうことを通して，仲間と豊かに
交流することができる」ことを目標とした。
　さらに , この目標に向けての取り組みの
すべてを授業を通して現地の体育指導者に
公開することで , 彼ら自身の実践へ繋げる
可能性を探ることも大きな目標とした。
実践の概要
（1）実践の期日および対象・担当
　実践に関わるスケジュールは，表１の通
りである。
表１　実践スケジュール
年月日 対象 担当
1 日目
2017.9.4
午前
・シリントン更生
施設１）の職員
・ボランティアグ
ループ（18 名）
村中
午後
・シリントン更生
施設の少年
A クラス（28）
村中
のではないため，教科書は個人へ支給され
ずに学校の備品扱いのところもある。裕福
な家庭は授業料を支払って私立の学校を選
択する傾向にあり，森崎（2016）は，「社
会全体として貧困が問題となっているタイ
においては，経済的学校選択制が取られて
いるといっても過言ではない」と指摘して
いる。
　今回，表現運動の授業実践に協力をいた
だいたスコータイ小学校は，バンコク市内
に 1955 年に設立され，生徒数は 539 名（幼
稚園 4，5 歳児，小学校 1 〜 5 年生まで各
2 クラス，小学校 6 年生 3 クラス）の公立
小学校である。この学校に通う子どもたち
は，主に中間層の家庭の子どもたちである
が，近くにスラム地区があり，貧困層の家
庭の子どもたちも複数人在籍している。
　タイでの体育の授業は，一般的に屋外の
運動場で行われるため体育館は設置されて
おらず，今回の授業は，屋根付きの集会場
のような場所で行うこととなった。
　３年生の授業では，日本のアニメやゲー
ムの影響により，タイの子どもたちにとっ
て人気があると聞いていた「忍者」を表現
の題材として取り上げることとした。「忍
者」は，子どもたちにとって，音もなく
走ったり，戦ったり，様々な術を使って奇
想天外なことをしたりする魅力的な存在で
ある。特に，戦いや非現実の題材を好む傾
向にある中学年の子どもたちにとって，表
現の特性に触れやすい題材である。
　それとともに，筆者（安江）にとって「忍
者」という題材は，これまで重ねてきた実
践研究において，節目節目で自分の指導者
としての原点を見つめ直すきっかけとなっ
てきたこだわりのある題材でもある。
　今回の取り組みは，言葉の壁があるタイ
の子どもたちに，「何を」「どのように」指
導すれば，子どもたちが主体的に忍者の表
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2 日目
2017.9.5
午前
・シリントン更生
施設の少年
B クラス（29 名）
村中
午後
・シリントン更生
施設の少年
C クラス（27 名）
村中
3 日目
2017.9.6 午前
・スコータイ小学
校２）3 年生
（24 名）
・スコータイ小学
校 5 年生
（25 名）
安江
（2）実践内容
シリントン少年更生施設での実践（担当：
村中）【1日目・午前】
①　少年更生施設職員とのワーク
　実践は，少年たちとの実践に先んじて，
まず施設職員とボランティアグループのメ
ンバー計 18 名に向けたワークを行った。
ワークの内容は，少年たちに実施するもの
と同じにした。また，それぞれの活動のね
らいについても，併せて説明していった。
　ここで最も力点を置いたことは，一つ一
つの活動を号令によって一律に先導しない
こと。なるべく子どもたちの内側で育つ時
間を尊重し，ひとりひとりの心がその子の
ペースで満たされていくことを，支援者た
ちが大切に思っていることを伝えていくこ
とが、信頼関係を築くために重要であると
説明した。
　１日目午後から２日目午前・午後と３回
にわたり，入所少年たちとのワークを３グ
ループ（A，B，C）に分けて行った。計
84 名の参加。実習等で参加できなかった
のは、４名。少年たちの年齢は 15 〜 20 歳。
収監理由は，主にドラｯグ，窃盗，暴力行
為など。識字能力としては，読むことは可
能だが書くことに苦手意識ありとのこと
だった。
　施設内での通常プログラムとしては，ス
ポーツ（園庭にてサッカーなど，教科学習，
図書館での自由読書 などがある。自由読
書に関しては，聖書や伝記といったものが
ほとんどで今回のようなさまざまな種類の
絵本に触れる機会はこれまでなかった。
　実践の流れとしては，まずマレットファ
ンがタイにおいて積極的に活動を行ってい
る「えほんのひろば」を約１時間実施し、
対象者に自由に絵本を楽しんでもらった後
に休憩をはさみ，読みあいワークショップ
を 1 時間実施した。
　ワークは，通常まずペアをつくることか
ら始めるのだが，読みあいワークの前に行
う「えほんのひろば」において，アイスブ
レーキングとして実施する手遊びのために
作った二人組を読みあいにおいても活かす
ことにした。日本では二人組の作り方もひ
とつの学びと考えていろいろな手法を用い
るが，今回は全体の時間が制限されている
ため，スムーズに二人組の活動が進行する
よう最初の二人組をそのまま採用した。
　「今から質問シート（資料１参照）を使っ
て、ペアになった相手が一番喜んでくれる
絵本を探します」とアナウンスし，質問シー
トを使って相手をより深く知るための対話
の時間を設ける。
　その後、相手に気づかれないように１冊
の絵本を選び出し，「１，２，３」の合図で
相手に選んだ絵本を見せあう。その後見せ
あった絵本を自由にふたりで読みあう。
　１時間後，全員が集まり輪になって，ど
んな絵本を選んだのか，なぜその絵本を選
んだのか，ひとりずつ確かめ合う。終了後，
心を静め，活動を振り返る瞑想の時間を挟
んで , ひとりずつが感想のアンケートを書
く。活動振り返りの瞑想の時間は , ボラン
ティアグループのリーダーによって行われ
た。これはどんな活動でも最後に行ってい
るとのことで , 筆者らは後日アンケートの
結果を受け取った。
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本についての振り返りの時間も，みんな
得意げに自分の顔の前に絵本をかざして
紹介してくれた。しかし，その半面，ペア
になって相手のことを感じながら対話を
続けていく時間が，やや上滑りしている
感じが残った。その理由のひとつとして，
質問シートの使い方が「学習的」で，じっ
くり相手との対話をする心の余裕を奪っ
てしまったのではないかという反省が，
ワーク終了後の安江やマレットファンの
メンバーとの話し合いの中で出された。
　　対象少年たちは，日ごろ同様の A4 版
シートを使って，文字を書き込む学習を
行っている。そのため，相手をよく知ろ
うとして書いてある質問シートの文言を
活用するというよりも，一つずつの質問
の答えを正確に記入していくことに心を
持っていかれた可能性がある。途中で気
づいて「全部書き込まなくていいんで
すよ」という指示を出しはしたものの，
紙を配るとどうしても「学習モード」に
入ってしまうことに思い至った。そこで
翌日には，マレットファンのメンバー２
名にモデルになってもらい，どんな形で
対話をすればいいのか，要所要所で実演
してもらって，今自分たちが何をすれば
いいのか，何のためにこんなこと（質問
しあう活動）をしているのかをよく理解
してもらうように進行の形を変えること
にした。
【２日目・午前】（担当：村中）
③　少年 B グループとのワーク
　　前日の反省に基づいて変更したプログ
ラムを慎重に実施していった。
　　モデルを介して手順を説明していく
と，スムーズに理解してくれている手ご
たえが感じられた。そこで，質問シート
を配る際に鉛筆と消しゴムを手渡すこと
をやめ，シートを読み上げた後は，ペア
〈資料 1〉　質問シート
―質問内容の日本語訳―
質問１：あなたの一番好きな食べ物はなん
ですか？
質問２：世界中どこでも連れて行ってあげ
るといわれたらどこへ行きたいで
すか？
質問３：もし高い山のてっぺんで大きな声
で叫ぶとしたら、なんて叫ぶ？
質問４：おじいさんになったとき、自分は
どんな人になっていたい？
質問５：ひとつだけ何でも願いをかなえてあ
げると言われたら、なにを願う？
質問６：何でも自由に聞いてください。
【１日目・午後】（担当：村中）
②　少年 A グループとのワーク
　　A グループは３グループの中で最も明
るく，ノリもよかった。指導の先生の言
葉を借りれば「元気がいい」少年たちで
あった。そのため，終始なごやかに活動
が進んでいき，子どもたちは全員楽しそ
うに相手のための絵本を選び，選んだ絵
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の相手の顔をみて，答えてくれた内容だ
けでなく，その声や表情をしっかり受け
止めるよう促した。この指示は非常に有
効であった。どのペアの間にも，あたた
かい交流の場が生まれ，笑顔やうなずき
が、あちこちで見受けられた。
〈写真１〉ペア同士のなごやかな質問タイム
　　質問を終えた後の絵本選びの真剣さも
際立っていたため，読みあい終了後の分
かちあいの場面に至ったとき，なぜその
絵本を選んだのかという理由をひとりず
つに聞いていくことにした。
　　前日の施設職員及びボランティアグ
ループの方々との話し合いの中では「彼
らは人前で自分の気持ちを表現すること
には慣れていないので，ひとりずつの意
見を聞くことは無理」というコメントを
もらっていた。ところが実際に行ってみ
ると，だれひとり言いよどむことなく，
実に堂々と相手のためになぜその絵本を
選んだのかを発表しあえていた。
〈写真２〉読みあい終了後の分かちあいの様子
　　以下，子どもたちの発言内容を再現し
てみる。
　　事例 1：ペアの二人が共に『ぼくのお
じいちゃんのかお』天野祐吉著　沼田早
苗写真　福音館書店　1992  を選ぶ。
　　A が B のためにこの絵本を選んだ理
由は「B の顔と似ているから」。
　　B が A のためにこの絵本を選んだ理
由は「B は、おじいちゃんになったとき
『やさしいひとになりたい』と言ってい
たので。この絵本のおじいさんはやさし
そうだったから」。
　　筆者（村中）が「同じ絵本を選んでも，
それぞれが違う理由でこの絵本にたどり
ついたんだね。きっとふたりとも，いつ
か，やさしいおじいさんになるでしょう」
というと，ふたりとも顔を見合わせて笑
い，そして仲間からの拍手をもらった。
　　事例 2：『1，2，3』ナショナルジオグ
ラフィック社　2012 と『セレンゲピティ
大接近』アヌップ・シャー写真　ナショ
ナルジオグラフィック社　2013 を選び
あう。C が D のひざに頭を預け，ふた
りで読みあう。
　　全員で振り返りをする前に，個別に絵
本を選んだ理由を尋ねると，C が D の
ためにこの絵本を選んだ理由は「（質問
の中で）カエルが好きだと言ったから」
で，このことを説明するために，絵本の
ページを素早くめくり，カエルが 3 匹並
んでいるページを出して見せる。D は C
の説明を受けて自分も選んだ理由を説明
しようとしたが，自分の選んだ絵本を他
の子が手に取って見ていたので，わざわ
ざ取返しに行って，「こいつの笑顔はい
いから」と、マントヒヒの笑顔の写真の
ページを出してはにかみながら語った。
　　さらに，円陣になって全員の前で説明
する際に C は「（質問の中で）動物園が
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好きだと言ったから」と新たな理由まで
付け加えていた。語り出すことによって，
自分と相手との関係づくりのシーンが再
認識され，蘇ってくるものがあったのだ
ろう。
　　事例 3：人数の関係でボランティアの
女性とペアを組んだ E は，写真集『LOVE
―ウィンダム・ヒル写真集』ウィンダム・
ヒル写真　写楽 BOOKS 1985 を選ぶ。
　　E がこの絵本を選んだ理由は，「（ペア
の女性が）おばあさんになったときには，
木こりになりたいと言っていたので，い
ろいろ考えて，山が好きなのかなぁ，高
い場所で仕事がしたいのかなぁ〜などと
いろいろ考えて悩んだ。自分も木工の勉
強を習っているのでなんとなくこういう
絵本がいいのかなあと思った」のだと丁
寧に説明した。聞いていたペアの女性は
感激して涙ぐんでいた。
　　ここに紹介したのは 3 事例のみである
が，どのペアの発表に対しても全員が耳
を傾けていた。日常の彼らのふるまいか
らは想像もつかないような心情に触れる
部分が多かったのだろう，心を動かされ
たような互いの自然なため息と大きな拍
手が重ねられていった。
【２日目・午後】（担当：村中）
④　少年 C グループとのワーク
　　午前中の B グループの活動が計画通
りスムーズに進行したので，同じように
実践モデルを見せながら説明していくこ
とで子どもたちの活動イメージを高めて
いった。
　　相手の選んだ絵本を見せ合う場面で
「ヌンソンサン（1，2，3）」の掛け声と
ともに期待感が最高潮に達していること
が，会場全体の空気として十分に伝わっ
て来た。
〈写真３〉楽しそうな読みあいの場面
　　最後の分かちあいの場面でも，やはり，
ひとりずつのことばに全員が耳を傾け，
語る側も自信をもって自分の想いをこと
ばにしていくのがよくわかった。そのひ
とりずつの気持ち，そして絵本選びの的
確さを論者が評価していったのだが，そ
の評価のことばがタイ語に翻訳されるの
を真剣な表情で待ち，笑顔で受け止めて
いるのが印象的であった。通常ならば，
順番に意見を言っていくと，最後の方は
みんな話を聞いていなかったり慣れっこ
になっておざなりな拍手になっていくも
のだが，今回のワークでは，その逆で，
どのグループにおいても，次第に拍手の
質が高まり，みんなの喜びと自信が共鳴
しあっていくような広がりを感じた。
［ワーク終了後のアンケート結果］
　　ワーク終了後実施されたアンケート
の結果をボランティアグループ PLAM 
BILLAGE の方々が集約したものが，後
日届けられた。
　　以下は、まとめられた結果の日本語訳。
　〈好きだった活動〉
　・絵本を読んでもらったのがよかった
　・見たことのない本にふれてうれしかった 
　・友達に質問するのが楽しかった
　・友達のことをよく知れてよかった
　〈子どもたちからのメッセージ〉
　・あっという間の時間で楽しかった。あ
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りがとう。また来てほしい。（ほぼ全
員より同様意見）
　・自分たちのように悪いことをした者に
分け隔てなく接してくれたことがうれ
しかった
　・本が見れて楽しかった。もっと長く見
たかった
　・実は本が好きじゃなかったけど，今回
はとても楽しかった。本は楽しいもの
だと思った
　　アンケート結果には，純粋に絵本を楽
しむ時間を持てたことの喜びと，相手の
ことを思い精一杯の心を尽くすことの喜
びの両方が短いことばの中にきちんと記
されていた。また，指導者の心の向きを，
日本語はわからなくても「分け隔てなく」
と感じとれる鋭敏な感性を子どもたちが
持ち合わせていることがわかった。この
ことは，日常から指導者がどのような態
度で子どもたちに接するべきかというこ
とについて，大きな示唆をもたらした。
【３日目・午前】（担当：安江）
⑤　小学校 3 年生「忍者」の授業
　○ほぐしの活動
　 　表現運動の授業をするにあたり，最初
に心と体を十分にほぐすことが大切であ
る。学習者の身体を，他者に対して解放
された状態に導き，非日常の動きの面白
さを実感させていくことをねらって，２
つの活動を行った。１つ目は「ポーズ遊
び」である。「走る－止まる」を繰り返
しながら，止まる時のポーズを見たこと
のない形にしていくことを楽しむ活動で
ある。見たこともないポーズを楽しむた
めには，体をねじったり，頭の位置を下
にして足が上に上がったり，指先を奇妙
にしたりなど，体を非日常の状態にして
いくことがポイントとなる。
　　２つめの活動は「２人組でリズムに
乗って踊ろう」４）である。筆者（安江）
とボランティアの学生Ｋ氏との２人組で
踊る動きを，児童たちが真似をする活動
を行った。この活動のねらいは，軽快な
リズムの音楽に乗りながら，２人の関係
が，向かい合う，回る，離れる，入れ替
わる，相手を跳び越える，足の下をくぐ
る等，様々に変わっていく面白さと，す
ばやく回る，ピタッと止まる，スローモー
ションなど，動きの質感が変わる面白さ
を実感できるようにすることである。教
師の動きを一方通行的に真似するだけで
なく，２人組の活動にすることで，ペア
の相手と動きを感じ合いながら多様な動
きの面白さを実感できる活動である。
　
　○忍者のイメージを広げよう
　　まず始めに，忍者はどんなことをする
のか，思いついたことを言ってもらう。
子どもから出される内容に応答したのち
に，忍者の特徴的な様子を絵や言葉で描
いた忍者カード（資料２）36 枚の中から，
マレットファンのスタッフと相談して，
タイの 3 年生の子どもたちに分かりやす
いと思われる内容のカードを 10 枚選び，
掲示した。
〈写真４〉　忍者のイメージを出し合う
　
　　掲示した忍者カードは，「あたりの様
子をうかがう忍者」「どこにでも忍び込
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む忍者」「手裏剣を使って戦う」「刀を使っ
て戦う」「吹き矢を使って戦う」「天井裏
での戦い」「水の中での戦い」「変身の術」
「忍法クモの糸」「城に忍び込んで密書を
探せ！」である。通訳の松尾氏の協力を
得て，カードのタイトルの部分のみ，日
本語の下にタイ語を書いてもらった。
　
〈資料２〉　忍者カード
　　　　
　
　○先生のリードで忍者の様子をいくつか
やってみよう
　　掲示した 10 枚のカードの内容につい
て，タイの子どもたちがどれくらい理解
できるのか未知数であったため，1 枚ず
つ簡単に筆者（安江）が動きながら説明
した。その後，「忍者の忍び」と「忍者
の戦い」の特徴的な動きを，教師のリー
ドでみんなでやってみた。
　◆「忍者の忍び」　
　　 「忍者が，気づかれないように忍んで
いくよ。先生と一緒に動いてみよう」
と伝えて次のような動きを行い，静と
動のメリハリのある動きを押さえよう
とした。最初に，安江とボランティア
のＫ氏の 2 人で実際にやって見せてか
ら，みんなでやってみるようにした。
「素早く走る－止まる，素早く走る－
止まる，素早く走る－止まる－見る－
見る，素早く走る－跳ぶ－転がる－見
る－見る」などの一連の動きを行った。
　　
　◆「忍者の戦い」
　　 「今度は，忍者の戦いの動きをやって
みるよ。手裏剣を使って戦おう」と伝
えて，相手の動きに対応しながら変化
とメリハリのある動きで戦うことを押
さえようとした。戦いの動きについて
も，最初に安江と K 氏の２人で実際
にやって見せてから，みんなでやって
みるようにした。戦いの動きでは，突っ
立った状態ではなく，相手の動きに対
応して体をねじったり，跳んだり，転
がったりして動きを連続させていくと
ころに重点を置いた。
〈写真５〉　いろいろな所へ忍んでいく忍者
　○ 2 人組で好きな忍者のイメージを踊ろう
　　みんなで一緒にやった忍者の中から，
好きな忍者を選んで，思いつくまま即興
的に踊る。最初，この部分は，忍者カー
ドを床に裏向きに置き，指導者の合図で
カルタをめくって即興的に行う活動を予
定していたが，カルタの内容で理解が難
しいものがあったり，活動の仕方の説明
に時間がかかったりすることが懸念さ
れ，前日の打ち合わせでやめることとし
た。2 人組になってリーダーの順番を決
め，リーダーがやりたい忍者をリードし
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ながら即興的に踊る活動を行うようにし
た。リーダーは，途中で交代の合図を出
し，交代するようにした。
⑥　小学校 5 年生「体ほぐしの運動」の授業
　○バランス崩し遊び
　　体を使った簡単なゲームから入ること
とした。２人組で向かい合い，ひじを軽
く曲げて両手のひらが付く距離に足を揃
えて立つ。「ヨーイ，ピーッ！」で両手
で押し合い，タイミングをずらしたりし
て相手のバランスを崩した方が勝ちとい
うゲーム。立った状態で３回戦行い，そ
の次にしゃがんだ状態で３回戦行う。最
後に，６人組になり，円になって手をつ
なぎ，手をつないだまま自分以外の者の
バランスを崩す。足が動いた者が負けで，
次々に抜けていく。最後の２人になった
ら，しゃがんで行うバランス崩しで決勝
戦を行うようにした。
　
　○集まれ集まれポーズ遊び
　　この活動は，「人のいないところに向
かって自由に走る」―「タンバリンが
鳴った数だけすばやく集まって座る」を
繰り返すものである。パッと組むことに
慣れてきたら，今度は 2 人組で出会うこ
とを繰り返し，出会った後に瞬時に 2 人
でポーズを決めるようにする。ポーズを
決める時には，2 人の体の一部がどこか
触れているようにする。固定的になりや
すい人間関係を解放するとともに，身体
を非日常の解放された状態にすることを
ねらった活動である。
　
　○２人組でリズムに乗って踊ろう
　　「２人組でリズムに乗って踊ろう」は，３
年生の「忍者」の授業のほぐしの活動で２
つ目に行った活動と同じ活動である。
　（P110 を参照のこと）
〈写真６〉　2人組での交流型ダンス
　○交流型ダンス「みんなでワッハッハ」
　　軽快なアップテンポの曲に乗って，64
呼間の一連の動きを 2 人組で踊り，パー
トナーを次々に変えながら，踊りで楽し
く交流することをねらいとした活動であ
る。踊りを正確に覚えることよりも，間
違ってしまったことも含めて楽しく踊り
ながら交流することを大切にした。
実践を通して見えてきたこと
読みあいがつくり出した２人の関係性
　施設職員の方々から，二人組での活動と
いうのは通常の指導場面において，さほど
珍しいものではなかった。しかし，組んだ
ペアの人間としてのありようを丸ごと受け
止め大切にするという指導は，これまでほ
とんどなされてこなかったので非常に新鮮
であったと感想が寄せられた。日ごろから
特別親しい相手ということでなく，その場
でたまたまペアとなった相手に対してで
も，心を傾ければその子にしかない良さや
魅力を見つけ出すことができるという体
験。それは，見つけ出すことができた自分
自身の発見でもある。他者への思いやりを
持てた自分への評価が，第三者（読みあい
の指導者）の言葉によって成されることで
彼らは自信を高め，その自信の積み重ねが，
社会に向けた肯定的なまなざしの一歩に繋
がっていくと考える。また、他者によって
自分に向けた特別な１冊が選ばれるという
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体験も，自分は他者に愛され得る存在であ
るという，もうひとつの自信になる。ペア
の相手がなぜ自分のためにその絵本を選ん
だのかという理由に耳を傾けることで，自
分の何気ないことばやしぐさが相手に響く
ものであることにも気づいていく。この自
分の相手に向けた行為と相手から自分に向
けられた行為の双方向に向けて，豊かな意
味づけがなされていくことが，読みあいの
大きな意義でもある。
自分のための時間と他者のための時間を緩
やかに繋げる大切さ
　少年更生施設での今回の試みについて
は，想像以上に子どもたちの積極的で純粋
な「本に出会える喜び」と「友だちに出会
える喜び」を感じることができた。さらに ,
「えほんのひろば」と「読みあい」を結び
付けることで，上記のふたつの喜びが有機
的に絡まりあい，相乗効果を上げることも
確認できた。ただし，限られたチャンスで
あるということ，またその限られたチャン
スの中で施設職員の方々に有効性を認めて
もらい，これからの活動につなげていきた
いという思いがあったため，やや詰め込み
過ぎのプログラムとなってしまったことが
大きな反省点である。一日かけて自分のた
めにゆっくりと「えほんのひろば」を楽し
み，その経験を次回の「読みあいワーク」
に繋げていくことができたら，さらに教育
的効果は増していくと考えられる。
　こうした反省に基づいた新しいプログラ
ムの検討を，現地指導者らとコンタクトを
取りながら続けていくことで，次なるス
テップに繋がっていくと考える。
「忍者」の授業で子どもに学ばせたかった
ことと子どもが学んだこと
　今回，タイの小学校３年生の子どもたち
と忍者の実践を行う機会をいただき，忍者
の動きの面白さや魅力は，言葉の壁を越え
ることができるのか，大きな不安があった。
「表したいイメージ」を「どのように表すか」
が学習内容である表現の授業では，何より
も子どもたちが，取り上げた題材（忍者）
を表したいと思えなければ大失敗である。
　忍者のイメージを出し合うところで，忍
者のイラストや忍者カードを示していく
と，子どもたちは興味深そうに見ていて，
こちらが何も言わなくても，カードに書か
れたタイ語の訳を声に出して一斉に読み始
めた。その様子に，表したいという思いを
感じ取ることができた。
　次に重要なのはこの先の学びである。
「表したい忍者になりきって踊る」ことが
今回の運動の面白さや魅力であり，そこに
触れさせていくには，動きのポイントを押
さえる必要がある。「なってるつもり」で
はなく「なりきる」には，動きの誇張と変
化とメリハリのある動きを学ぶことが重要
となる。
　この忍者の授業で筆者（安江）が学ばせ
たかった動きは，「ササササッ（すばやく
走る）―ピタッ！（止まる）」という「静」
と「動」のメリハリのある「忍者の忍びの
動き」と，相手の動きにすばやく対応しな
がら，跳んだり転がったりするなどの「全
身を使って戦う動き」である。言葉による
説明はできるだけ短くし，ボランティアの
Ｋ氏と実際にやって見せることによって，
大事なポイントを押さえやすくしていこう
とした。２人でやって見せた後に，今度は
教師のリードで子どもたちと一緒にやって
みた。日本での実践の場合は，教師が言葉
でリードしながら，子どもの動きを引き出
すようにしていくが，通訳を介するため，
子どもたちの「今，ここ」の動きに対応し
切れないジレンマを感じた。子どもたちの
動きは，忍者になって動いているものの，
体が立っている状態からなかなか脱するこ
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とができず，どうしても戦っているつもり
の動きに終始してしまいがちだった。
　筆者（安江）は，これが，言葉の壁によ
る限界なのかと思いつつ，どこかに打開策
を見い出そうとした。何か１つでも，子ど
もたちの体に，学んだ証を残したいと思っ
た。そこで，最後に行った「２人組で好き
な忍者を選んで即興的に踊る」活動を途中
で一度止め，全員を筆者（安江）の周りに
集めた。そして，子どもたちに，「全員で
一斉に私に手裏剣を投げて」と伝え，手
裏剣を投げる動きをさせた。その動きに
筆者（安江）は大げさに体をひねりながら
対応し，床に倒れ込むようにしながら床を
転がって再び立ち上がり，今度は筆者（安
江）から子どもたちに手裏剣を投げた。倒
れ込みながらも床を転がると動きが次につ
ながっていくことを通訳を介して伝えた。
そして，今度は筆者（安江）の方から手裏
剣を投げると，子どもたちは，筆者（安江）
がしたように床を転がりながら起き上がり
動きを連続させた。「今やってみたように，
床を転がる動きを入れると，戦いの動きが
もっと面白くなる」と確認して，子どもた
ちが好きな忍者になる活動を再開した。す
ると，先ほどまで，立っている状態で戦い
がちだったのが，床を使った戦いの動きが
一気に増えた。子どもたちは，床を使って
動きを連続させることの良さを学ぶことが
できたのではないかと思われる。
　今回の忍者の表現の授業は，子どもたち
にとって初めて経験する内容で，しかも言
葉の分からない外国（日本）の先生の授業
であった。それにも関わらず，子どもたち
は主体的に学ぶ姿を見せてくれた。自由な
表現はしたことがないから無理なのではな
く，子どもたちは，もともと自由な発想で
自ら学ぶ存在であるということを改めて実
感させられた。ただ，残念なことに，筆者（安
江）の指導力不足で，すべての子どもたち
が忍者になりきって表現するところまで導
くことはできなかった。動きのポイントの
押さえ方を再度吟味し，願わくば再度チャ
レンジしたい。
体ほぐしの運動が解き放った人との関係性
　５年生で取り組んだ「体ほぐしの運動」
は，先にも述べたように，高学年になるほ
ど硬くなりがちな心と体をほぐすことを直
接ねらいとした活動であった。「バランス
崩し遊び」「集まれ集まれポーズ遊び」「２
人組でリズムに乗って踊ろう」「交流型ダ
ンス『みんなでワッハッハ』」の４つの活
動を行った。言葉の壁はあっても，動き自
体が面白いと思われる活動を選んでいると
考えていた筆者（安江）は，最初の「バラ
ンス崩し遊び」を始めた時に，子どもたち
が思っていたよりも活動に乗ってこない様
子を見て，導入の運動としては，この活
動がふさわしくなかったかと反省させられ
た。思っていたよりも，子どもの心と体が
硬いことに気づかされた。
　次に行った「集まれ集まれポーズ遊び」
は，「人のいないところに向かって自由に
走る―タンバリンが鳴った数だけすばやく
集まって座る」を繰り返し，パッと数人組
をつくる。そして，パッと組むことに慣れ
てきたら，その数人で瞬時に見たこともな
いポーズをつくるポーズ遊びの活動であ
る。固定的になりやすい人間関係を解放す
るとともに，身体を非日常の解放された状
態にすることをねらった活動である。
　マレットファンのギップ氏が後述するイ
ンタビューの中で述べているように，５年
生の子どもたちにとって，タンバリンの合
図の数だけ，近くにいる誰とでもパッと組
むことは難しかったようである。ほとんど
の子どもが，仲のいい子とばかり組もうと
することに終始していた。この様子を見て，
タイの子どもも日本の子どもも，高学年に
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なると同じような様子を見せるのだと，妙
に納得したが，この状態を打開しない限り，
次の活動へは進められない。このまま何も
できないで終わってしまえば，今回のこの
授業は，子どもたちにとって全く意味のな
い授業となってしまう。ここでも，忍者の
授業の時と同じように，子どもたちの体に，
学んだ証を少しでも残したいと思った。
　そこで活動を止め，全員を筆者（安江）
の周りに集めた。そして，「タンバリンが
鳴った数だけ集まって座るのがすごく遅
い。10 秒以内で近くにいる誰とでもパッ
と組んで座ること」「誰とでも組んで活動
できることは，学習していく上でとても大
切なこと。そして，その方が面白い活動に
なる」と，子どもたちの目を見て語りかけ
た。直接の意味は通訳を介さないと分から
なかったはずだが，子どもたちも私をしっ
かり見て，筆者（安江）の思いを一生懸命
分かろうとしてくれている様子だった。
　その後，同じ活動を再開したところ，パッ
と自由に走り出し，合図とともに近くにい
る子とすばやく座るスリリングな雰囲気に
変わった。子どもたちの心と体が変わった
瞬間だった。いつも同じクラスにいる仲
間だけれど，この活動は，1 回 1 回誰と出
会うか分からないワクワク感がある。1 回
1 回新たな出会いを経験できるこの活動に
よって子どもたちは，日常の固定されがち
な人間関係を自ら解き放ち，その面白さを
学び取ってくれたと思われる。この，子ど
もたちの心と体が変わった瞬間を，近くで
体育担当の先生が見学してくださっていた
ことが重要であった。授業終了後の振り返
りの場面でこの瞬間の意味づけを行うこと
ができたことは，次なるステップ（現地指
導者への橋渡し）となったのではないかと
考える。
マレットファン・スタッフ 3人へのイン
タビューから（通訳：松尾氏）
村中の読みあいの活動について
　資料３は，村中の読みあいの活動に対し
て，マレットファン・スタッフ３人が，そ
れぞれ感じ取った主な感想である。彼らが
どう受け止めたのかを確認することは，現
地指導者を今後どう育てていくのか，第３
のステップに繋げていくために非常に有益
であると考えた。下線は活動の意義に関わ
る箇所で，村中によるものである。　
〈資料３〉村中の活動に対する３人の主な感想
主な内容
松尾久美氏
絵本って楽しいなっていうことだ
けでなく違うステップにも進めて
るというのは，内容がすごく濃く
なってるのでいいと思う。マイナ
スとしては，ちょっと詰め込みす
ぎてるプログラムの気もしないで
はない。もっと読みあいの部分の
効果を高めるのなら，絵本のひろ
ばを何回かしてから，今回は違う
やり方をするというふうにできる
と，もっと読みあい自体が楽しめ
るのかもしれない。
ギップ氏
実際に見させていただいて，細か
く丁寧にプログラムが考えられて
いて，それをしっかり遂行してい
くところがあって、その丁寧さに
感激したし，全体を通して，絵本
の力を再確認できる取り組みだっ
たと思う。また絵本の力を感じ
させるりえさんの手法を引き継い
で，次は自分たちでもできるだろ
うかと考えると不安もあるけれど,
自分もあんなふうにやってみた
い。絵本自体に力があるというこ
とはもちろん分かっていたけれど
も，ただ単に絵本を置いていたら
絵本の力が引き出されるかといえ
ば，そうではない。あそこの空間
の中で，もちろん自分たちもそう
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ギップ氏
だし，りえさんもそうだし，あそ
こにいる大人が醸し出す雰囲気と
か，立ち振る舞い全てが，子ども
たちにとって，絵本の力を感じら
れるための仕掛けになっていたの
ではないかとあらためて思った。
ムアイ氏
一番重要だったことは，なんかすご
い偉い先生で，しかも外国から来
た先生なのにもかかわらず，何の壁
も感じずに，同じ場所で対等に楽
しめたということ。それが，職員さ
んに対してもそうだったし，子ども
たちにもそうだったということが，
はっきり示されていたことがすごく
重要だったんじゃないか。それを見
た職員さんにとっては，それがまた，
とっても大きな気づきになっていた。
…何もそのことに触れてないし，言
葉で言ってるわけでもないが ,そう
いう態度をあの時間の中で見た，感
じたということが何かに関わってく
るだろうし，その中にいた少年たち
も頭で何か理解したというよりは，
対等にしてもらう中で心が何かに触
れたというそのこと自体が，あそこ
から出て行ったとき，他の人に出会
うときに、そういう繊細さや心の機
微が出てくるんじゃないか。絵本を
探してる子たちの中に，家族の絵本
ない？とか，お菓子の絵本ないか？
とか，家族のことだったり，家の温
かさみたいなものを連想させるよう
なものが好きだったりする子たちが
すごく多かった。非行の問題がある
子どもたちであっても，そういう心
の柔らかさが絶対あって，それをな
かなか見せる機会がないだけ。そ
れを，私たちみたいに初めて会った
人にも出せるということが重要だっ
たと思うし，職員さんたちもそうい
うところに気づけて，子どもたちの
心の中にあるそういう柔らかさを出
せる環境をつくってあげること，見
つけてあげることができたら，変
わっていくのではないか。
　タイの子どもたちに対して最も自然で幸
福な教育のあり方を，様々な活動を通し一
貫して探し求めている３人だからこその深
い洞察が，今回の読みあいの活動に対して
も与えられていることがよく分かるインタ
ビューである。松尾氏の感じた「プログラ
ムの詰め込み過ぎ」という印象は，実際に
指導に携わった筆者（村中）も感じたこと
である。制限時間を気にしながら「最後ま
でプログラムを進めていく」ということに
気を取られ，一番大切なゆったりとした気
分をみんなで味わうということがないがし
ろにされていたのではないかという反省が
残る。その一方で，「自分たちは大切にさ
れている」という感覚を躓きのある子ども
たちに言葉でわからせるのでなく，読みあ
いの場全体で伝えていくという最も大切な
ことをマレットファンのメンバーにもその
場で感じ取ってもらえていたことがわか
り，大きな達成感を持った。これは、子ど
もたちのワーク終了後の感想ともリンクし
ていた。
　最後に，ギップ氏が語ってくれたように，
筆者と同じようにプログラムの手順を踏襲
することが重要なのではなく，タイで読み
あいの手法を活用していくのであれば，差
別感のない平らで温かい場の育て方こそを
ワークの核に定め，それぞれの指導者の個
性に見合ったプログラムに育ててもらうこ
とこそが重要だと考えた。
安江の身体表現の活動について
　資料４は，安江の身体表現の活動に対し
て，マレットファン・スタッフ３人が，そ
れぞれ感じ取った主な感想である。下線は
活動の意義に関わる箇所で，安江によるも
のである。
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ギップ氏
ことしたら，「それはダメでしょ」
という介入の仕方ではなくて，子
どもたちが自然に自分たちのグ
ループの中で，良くなっていくよ
うな働きかけの仕方というのがあ
るんだということを学んだ。すご
く大きな学びをもらった。
ムアイ氏
今日の授業の目標は，その子が自
分で考えて，動きたい動きや踊り
たい踊りをしたときが目標達成だ
と，授業後に言われていたことを
聞いて，今日の 3 年生と 5 年生の
動きが本当にそうだったと思っ
た。３年生の子どもたちは，最初
は恥ずかしそうな子もいたけど，
忍者の世界にどんどん入り込んで
いって，最後の方は自分で考えて
次々に動きを変えていた。5 年生
も，一番最後のところはみんなす
ごく楽しんでいて，音楽担当でで
きなかったが，一緒にやりたくな
るくらいすごく楽しそうだった。
20 年くらい前に，キャンプのリー
ダーとして，小学生とか中学生を
相手に，運動やダンスとかやって
いた時，私がしていたのは，だい
たい指示をして，それに従わせる
というものばっかりだった。今回
の授業のように，子どもが自分で
考えて表現して踊るということ
が，自分にとってすごく新しい活
動だった。そういう活動をしたら，
あんなふうに子どもたちが楽しそ
うにするっていうのが見えたの
で，もう一度，小学生や中学生の
子どもたちと，ああいう自由な発
想の元に考えながら取り組めるこ
とができたらいいなと思った。
　３人のインタビュー内容から，共通して
見えてくることは，「主体的に学ぶことの
重要性」である。タイの教育は，子どもを
主体的に学ばせるという面がまだまだ弱
く，子どもが主体的に学んでいける具体的
な指導法を求めていると聞いている。今回
させていただいた２つの授業で，子どもた
〈資料４〉安江の活動に対する３人の主な感想
主な内容
松尾久美氏
昨年の保育所でのダンスの遊びと
比べて，小学生ではどんな反応を
するのかが興味深かった。小学生
は，安江先生が言われていたよう
に知的に反応が返ってきていて，
その反応の違いが面白いと思っ
た。また子どもは，この人なんか
面白そうだと思ったら，すごく一
生懸命見ていて，見て分かること
はいいけど，聞かないと面白くな
いこと言ってると感じたものに対
しては，バッとこちら（通訳）を
見ていた。誰かが騒いでいると，
「何してんだ，おまえらは！」「せっ
かく楽しいのに！」みたいに言い
出す子がいて，楽しいことを追求
するというのは，子どもはすごい
なと思った。１時間もない活動の
中で，あれだけ綿密にプログラム
を考えて，子どもの関心が失せな
いように意欲を上げていくことが
大事で，その中で子どもは気づい
て自分たちで学んでいくと思った。
ギップ氏
私は体育がすごく苦手だったの
で，体育に対してイメージがとて
も悪い。でも，安江先生の体育
は，自分もやってみたいと思える
体育だった。これは，すごく大事
なこと。誰でもできると思わせら
れることが大事だと思った。それ
は私たちがやってる活動も同じだ
と思った。今日の小学校での授業
にすごく感動した。3 年生の子ど
もたちが，あれだけ全員がすごく
嬉しそうに運動してる姿を見てい
て，泣きそうになるくらい，すご
いと思った。５年生の授業で２人
組になる時に，何か常に誰かの友
達を奪ってくる子がいて，それを
見て私が怒って，子どもたちの中
に介入してしまった。でも，活動
をやっていくうちに，それが自然
に解消されていったのを見て，そ
の時に，自分は介入する必要がな
かったのだと思わされた。ダメな
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る技量に圧倒されたが，今回はそれ以上に，
二つの言語の行きかう向こう側で，語る側
も通訳する側もそして聞き取る側も感じあ
おうとする「響きあい」の力を実感した。
会場の誰もが「表面的な言葉の意味」を掬
いとることに終始せず，ダイレクトに相手
の心の内側にあるものと向き合おうという
姿勢を持っていたように思う。それは特に，
入所少年たちが，大人社会の表層の暴力に
疲弊し内面世界での交流を求めているから
かもしれない。この問題についても今後，
日本におけるさまざまな実践の中で、続け
て考えていきたい。
　安江の２つの授業については，「なりきっ
て踊る」「心と体を解放する」ということ
の本当の意味をどのように教えていくのか
という点に大きな課題があることが，子ど
もの姿を通して浮き彫りにされた。「今，
ここ」で生み出され消えていく動きに対し
て，通訳を介してしか関われないジレンマ
を感じながらの実践だったが，そこを言い
訳にしてはいけない。
　筆者（安江）自身が，「なりきって踊る」「心
と体を解放する」ことが，どういうことな
のか，その本質を捉え続けていくことが重
要である。
　そして，それとともに，動いて見せる動
きそのものがあの動きでよかったのか，動
いて見せたことを子どもの学びにどう繋い
でいくのかを問い続ける姿そのままを現地
の指導者に見せ，彼ら自身のチャレンジへ
と繋げていきたい。
　本報告の最後に，今回も通訳という立場
を取りながら，マレットファンのタイでの
継続した活動と筆者らの活動を丁寧に結び
つけてくださった松尾氏が，本取り組みの
可能性について語った言葉を記しておく。
どちらのワークにも共通して感じるの
ちは，主体的に何かを学び取ったときに，
心と体が変わる姿を見せてくれた。主体的
に学ぶということは，新しい自分に出会え
るということであり，そのことによって，
子どもたちは生き生きとしてくるのだと改
めて実感させられた。
　まだまだ不十分な授業だったにもかかわ
らず松尾氏からの「楽しいことを追求する
子どもの姿があった」という意味の言葉，
ギップ氏からの「誰でもできると思わせら
れることが大事」「子どもの不十分な面を
否定しないで導く方法があることを学ん
だ」という意味の言葉，ムアイ氏からの「表
現の授業のゴールは，自分の表現ができた
かどうか」「子どもが自由な発想で取り組
めることに自分も取り組みたい」という意
味の言葉をいただき，させていただいたこ
とに対して，何らかの可能性を見出してく
ださっていることが伝わってきた。
　インタビューを通して，あらためて３人
の，教育の本質を捉えようとする深い眼差
しに触れ圧倒された。
今後の課題
　今回の村中の取り組みでは , 心と身体を
絵本の読みあいによって解放し，自分が愛
されるに足り得る存在であることを深く受
け止めた先に他者理解や他者との協同が生
まれてくることを，施設内で指導に当たら
れる先生方に伝えることがある程度できた
ように思う。「来年もぜひ来てほしい」と
いうリクエストを所長よりいただいたが，
その際には施設内指導者の誰もが主体的に
こうした活動に関われるよう，補助に回っ
て援助したいと考えている。これは , 目指
している支援の３ステップめに繋がること
でもある。
　また、前回の訪問では，通訳者松尾久美
氏（マレットファンメンバー）の語り手の
意図を素早く理解し日本語とタイ語を繋げ
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学年の「表現遊び」，中学年・高学年
の「表現」，中学校・高等学校の「創
作ダンス」を総称した便宜上の名称。
表現系ダンスの特性は，「表したいイ
メージを自由に動きを工夫して踊り表
現する」と捉えられる。（学校体育実
技指導資料第 9 集「表現運動系及びダ
ンス指導の手引き」より）
２） 2013 年，タイの貧しい地域の子どもた
ちを支えるために，日本人女性松尾久
美氏，タイのスラム地区出身女性ムア
イ氏，ギップ氏の３人が立ち上げた教
育支援 NGO。具体的な活動の様子は，
村中李衣（2016）『マレットファン　
夢のたねまき』新日本出版 に詳しい。
３） 加藤啓子が，誰でも自由に絵本を手に
取って楽しめる空間として提唱した。
その設立の経緯は，加藤啓子（2005）
「行ってきました　奈良教育大学「絵
本のひろば」！！段ボール紙製・えほ
ん面展台をつくろう」こどもの図書館
52 巻 11 号　児童図書館研究会　pp10-
11 に詳しい。
４） この活動は，村田（2002）が，示範，
体操隊形から脱皮し，子ども同士が踊
りで交流しながら共感し合う場面を豊
かにすることによって，心と体が解放
され，リズムに乗って楽しく踊ること
のできる活動の 1 つとして紹介してい
るものである。自身の実践の中から導
き出された活動である。
引用・参考文献
１） 舞踊教育研究会（1991）「舞踊学講義」
大修館書店 pp132-141，pp194-197
２） 犬塚石夫（1992）「タイ王国における
家族と少年非行」中央研究所紀要 第 2
号 矯正図書館　pp119-125
３） 村中李衣（2002）「子どもと絵本を読
みあう　ぶどう社
は，いかに子どもに学びたい，やりたい
という意欲を持たせていくかということ
を大切にしているということ。してあげ
ているのではなくて，個々が必要だと感
じられる形をつくるということが，タイ
ではなかなか難しいところがあると思っ
た。今回の更正施設の取り組みを見てい
ても，周りの大人から，批判的に見られ
ている少年たちが，あれだけ輝いた目で
学びたい，知りたい，読みたいって姿を
見せてくれる。こうした取り組みの提案
というのは，タイの教育全体とか，社会
全体に対して，大きな意義があると思う。
心と体は繫がってるよとか，絵本が心と
心をつなぐんだよとか，お二人がやって
いることは，私たちがやりたいことだと，
いつも思わされる。子どもたちが主体的
に学べる環境づくりを目指しているタイ
の NGO にとって，お二人の取り組みか
ら学べることが大きく，大きな教育支援
の可能性を感じている。
　ここに語られた内容には，決して十分で
はなかった筆者らのタイでの２年間にわた
る関わりを今後どう成熟させていけばよい
のかという課題と，そこに託された希望が
示されている。この言葉を受けて，さらな
る活動の充実を目指したい。
（本論文における写真及びアンケート回答，
インタビュー内容については，タイ公益
NGO 法人マレットファンおよび関係機関
の掲載承諾を得ている）
注
１） 小学校体育科の「表現運動領域」，中
学校・高等学校保健体育科の「ダンス
領域」では，それぞれ共通に「三つの
内容（ダンス）」から構成されている。
その中の 1 つの内容として，小学校低
120
15） 寮美千子（2016）「世界はもっと美しく
なる」　ロクリン社
16） 園村和也（2013）「東京少年鑑別所にお
ける少年用図書の効果的な管理につい
て」　矯正教育研究　第 58 巻　日本矯
正教育学会　 pp82-88
17） 安江美保，村田芳子（2008）「表現運動
における「表現」の題材選定に関する
研究―児童と題材との関係を 17 年前の
調査と比較して―」Research Journal 
of JAPEW Vol.24，pp11-25
謝辞
　2016 年に続き，今回の研修のアレンジ
と，インタビュー，通訳など，多大なるご
協力をいただいたマレットファンの皆様，
そして貴重な記録を取り続けてくださった
落合あずさ氏に，この場を借りて御礼申し
上げます。
要旨
　タイにおいて過酷な状況におかれた子ど
もたちの保育・教育に従事する人々は今，
子どもたちに向けた支援の方法を模索して
いる。特に彼らは，自分を肯定し，人と関
わりながら生きていくことの喜びを伝える
具体的な指導法を求めている。
　そこで今回は，昨年度のタイでの活動を
ベースに，現場での実践を学びたいという
更なる要望に応えるかたちで，少年更生施
設と公立小学校における身体表現活動を試
みた。その結果，文化環境の違いを考慮し
たプログラムの一層の充実と現地における
指導者育成プログラムの必要性に改めて気
づかされた。ここに，その実践の詳細を報
告する。
４） 村中李衣（2005）「絵本の読みあいか
らみえてくるもの　ぶどう社
５） 村中李衣　勝田浩章　樋口麻利江　至
極睦（2013）「矯正教育現場における『絆
プログラム』の可能性」矯正教育研究　
第 58 巻　日本矯正教育学会　pp27-33
６） 村中李衣，安江美保（2017）「タイに
おける教育支援の可能性―身体を手が
かりとして―」ノートルダム清心女子
大学紀要　人間生活学・児童学・食品
栄養学編　第 41 巻第 1 号　pp100-115
７） 村田芳子（2001）「『体ほぐし』が拓く
世界　子どもの心と体が変わるとき」
光文書院　　
８） 村田芳子（2002），「最新楽しいリズム
ダンス・現代的なリズムのダンス」小
学館，pp20-23
９） 村田芳子（2011）「表現運動―表現の
最新指導法」小学館，pp4-11
10） 村田芳子，安江美保（1992）「創作ダン
スにおける学習内容の選定に関する基
礎的研究―小学校児童と題材との関係
から―」岡山大学教育学部研究集録第
89 号，pp79-89 Ｒ
11） 文部科学省（2008）「小学校学習指導要
領体育編」東洋館出版社
12） 文部科学省（2013）「学校体育実技指導
資料　第９集　表現運動系及びダンス
指導の手引き」東洋館出版社　pp2-13
13） 山城千秋，森崎彩子，何龍苗，江口理
可子，岩元香菜美（2016）「タイ東北に
おける地域社会と学校教育に関する研
究」熊本大学教育学部紀要　第 65 号，
pp91-103
14） 寮美千子（2010）「空が青いから白をえ
らんだのです」長崎出版
